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あり，引き続き解決策を模索し続けているのが現状である。








































































× 10 ＋ クラスの基準点

この部分は偏差値の出し方と一緒です。

ここは偏差値だと50で
すが，プレースメントテ
ストの結果によってクラ
スごとに60～85点の差
をつけています。
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